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遺

徳

統

計

論

概

説

( 

ー
) 

民主

吉日

苦手

治

日

考k

豆
、
道
徳
的
巾
人
論
静

六
、
偉
人
白
統
許
的
研
究

七
、
道
徳
統
計
論
の
研
究
純
悶五

は
一
の
中
人
あ
ち
、
人
に
関
す
る
訪
中
数
を
土
憂
Z
し

τ之
を
究
め
得
〈
〈
、

鴨
託
統
計
皐
に
あ
り
て
も
、
中
数
論
は
重
大
の
地
位
を
占
hu
、
を
は
兎
も
角
グ
ト

V
1は、

そ
は
そ
の
群
を
組
成
せ
る
群
衆
の

一
ゆ
枇
曾
的
群
じ

典
型
な
り

Zω
御
念
を
吐
露
し
允
り
、

の
み
に
訴
へ
て
も
、
亦
道
徳
統
計
に
よ
り
道
徳
的
中
人
を
、

省
-m

h
J
、
戚
精
乃
至
精
神
生
活
に
つ
き
、
完
全
な
る
観
察
を
遂
げ
得
イ
き
も
の
Z
し
で
も
、

事
れ
ど
殻
密
な
る
主
貫
主
義
を
一
本
4

ゆ
る
限
h
ノ
、
前
記
統
計
難
て
ふ
一
理
由

決
定
し
得
F
る
を
知
る
べ
し
、

服
、
り
に
一
歩
を
譲

か
、
る
材
料
に
よ
b
道
徳

的
中
入
ご
し
て
、
賞
際
に
現
は
れ
来
る
が
如
き
、

一
人
を
決
定
し
得
べ
き
に
非
る
は
、
視
易
き
所
な
h
ノ
、
夫
れ

般
に
中
数
値
は
大
量
現
象
そ
の
も
の
に
就
き
て
は
、
そ
の
致
カ
を
認
め
得
一
へ
き
も
、
大
量
組
成
分
子
允
る
側
醐
胞
を

第
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計
論
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話

第
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九
谷

(
弟
一
概

J、
) 

/， 

佃
岨
阻
ご
せ
る
も
の
に
は
、
必
す

L
も
告
の
殺
カ
を
及
ぼ
す
を
符
宇
、

一
闘
の
人
口
高
に
付
卒
均
二

ω自
殺
ゐ
h
z

の
蓋
然
率
は
、
人
口
群
に
つ
き
て
は
婚
家
も
数
カ
ゐ
り
芭
な
し
得
ゅ
へ
き
も
、
之
を
組
成
品
で
る
各
個
人
に
つ
き
、

千
分
の
一
の
自
殺
蓋
然
率
あ
り
ご
す
る
を
得
争
、
加
之
中
人
決
定
に
之
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
中
』
法
論
上
の
諸

非
難
あ
b
、
中
人
を
以
て
民
衆
の
代
表
者
た
ら
し
む
る
こ
ご
に
、
方
法
論
上
の
債
値
ゐ
h
J
ご
す
る
を
得
宇
、
大
多

数
の
特
徴
は
何
等
典
型
的
中
数
値
を
、
示
す
、
』
ご
な
け
れ
ば
な
h
E
す
、
へ
き
は
モ
の
一
な
b
、

一
特
徴
の
中
の
大

吉
正
・
他
の
特
徴
の
中
の
大
3
(
侭
骨
ぽ
中
の
勇
舗
と
中
心
情
仲
り
)
吉
、
他
の
特
徴
の
中
の
大
吉
正
、
必
十
周
一
人
に
粂
備

さ
る
べ
し
Z
の
意
味
に
よ
り
、
諾
賛
察
特
徴
聞
に
照
臆
闘
係
は
備
は
ら
宇
ざ
す
イ
き
は
そ
の
一
二
な
h
、
晩
近
統
計

事
は
特
異
化
及
仔
細
別
の
研
究
に
努
め
、
島
平
間
の
目
的
上
普
通
中
数
値
を
利
用
す
る
は
、
稀
な
る
場
〈
日
に
過
ぎ
宇

ご
す
べ
き
は
そ
の
三
な
り
、

か
〈
質
際
に
現
は
れ
来
る
が
如
き
、
道
徳
的
一
中
人
を
決
定
L
得
べ
き
に
非
る
は
、

身
鶴
上
の
諾
平
均
特
質
明
か
に
さ
れ
た
れ
ば
ご
て
、
之
を
組
合
せ
っ
、
.
身
髄
に
関
す
る
質
際
一
中
人
の
構
成
に

止
守

之
を
利
用
L
、
無
僚
件
仁
之
を
そ
の
民
族
の
典
型
鵡
L
得
。
さ
る
ご
異
ら
ず
、
然
る
に
事
賃
上
幾
多
の
精
神
的
道
徳

的
特
質
は
、
計
量
L
得
ぺ
き
に
非
歩
、
従
ひ
て
全
〈
統
計
的
研
究
を
、
遂
げ
粂
ぬ
る
の
事
情
あ
り
、

古
れ
ば
一
人

の
精
神
的
道
徳
的
資
質
に
つ
き
、

ぞ
れ
に
も
拘
は
ら
守
道
徳
統
計
論

は
、
心
列
島
平
的
研
究
に
重
要
な
る
貢
献
を
授
け
得
ぺ
し
、
唯
此
範
閣
に
於
り
る
問
中
間
的
研
究
が
、
術
大
部
分
不
備

一
の
計
数
的
設
示
を
毅
見
す
る
を
得
歩
。

な
る
w

』
芭
も
否
定

L
難
し
o

五

c王 Conrad-Hesse.Statistik， 1. 5. AufL '235.17; iiZek. op. cit.， S.27; 

¥Vestergaard， op. cit.， S. 189 U. 192 
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種
々
の
道
徳
的
関
係
上
、
一
中
均
Z
し
て
示
さ
る
、
が
如
、
主
人
を
、
賞
在
の
一
人
税
じ
得
ず
る
は
上
越
の
如
し
、

況
し
て
之
を
一
積
の
理
想
視
し
得
ぺ
き
に
非
す
、
然
る
に
ケ
ト

v
ー
が
寸
中
人
に
し
て
完
全
に
決
定
せ
ら
れ
た
り

芭
せ
ん
か
、
之
を
以
て
美
及
善
の
典
型
鵡
し
得
ぺ
し
」
己
主
張
し
、
そ
は
自
然
が
人
吉
し
て
し
か
あ
る
4

量
二
百

を
希
望
し
、
又
人
々
が
之
に
上
達
せ
ん
ご
努
む
4

き
、
典
型
又
は
標
準
化

h
z
の
、
静
力
曲
学
的
合
意
を
宿
せ
る
は

不
正
な
り
。
中
人
は
寧
ろ
普
及
惑
の
程
よ
き
一
平
均
な
り
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
弱
賂
及
私
情
を
も
、

一
切
の
徳
を

も
粂
備
せ
る
・

一
の
総
和
的
的
協
同
棚
た
り
、
平
均
人
の
良
心
に
は
、
各
醜
行
の
一
片
附
奥
き
る
、
ご
共
に
、
高
備
の

集
票
に
出
で
高
傑
な
る
心
情
よ
b
後
せ
る
、
諸
行
潟
の
一
片
も
附
着
せ
ら
る
、
そ
の
智
飽
的
特
質
に
つ
き
て
も
同

様
な

h
、
平
均
人
は
暗
愚
及
賢
明
、
啓
後
及
蒙
昧
の
一
混
合
な
h
o
依
り
に
都
合
よ
〈
之
を
決
定
し
得
た
ち
芭
す

る
も
、
そ
は
個
々
の
道
徳
的
特
質
に
つ
き
、
典
型
頑
さ
れ
得
4

き
平
均
の
数
多
を
、
繋
ぎ
合
せ
た
る
も
の
に
過
ぎ

t
d

る
ぺ
し
、
人
間
中
観
察
を
塗
げ
得
た
る
部
分
又
は
附
級
民
丈
け
に
つ
き
て
は
、
便
宜
上
そ
の
民
族
又
は
階
級
の

代
表
的
典
型
ご
し
て
取
扱
は
れ
得
4

き
4
Z
ゐ
b
、
又
之
が
比
較
研
究
に
よ
り
有
盆
な
る
結
果
を
摩
げ
得
ペ
き
こ

Z
あ
る
も
、
美
及
善
の
典
型
仁
非
す
、
美
及
善
の
典
型
は
一
の
理
想
允
る
ペ
〈
、
之
に
達
せ
ん
芭
し
て
人
の
努
む

品

π

そ
は
人
聞
の
徳
及
傘
巌
を
悉
〈
備
ふ
べ
き
ち
、
そ
の
快
貼
は
備
へ
ざ
る
べ
き
一
理
想
な
り
。

ペ
き
所
な
h
、

一
般
に
卒
均
に
よ
り
示
さ
阜
、
値
に
、
相
嘗
す
べ
き
費
際
態
様
の
事
物
あ
り
Z
は
、
理
性
に
訴
へ
て
考
へ
得
べ

ぞ
の
平
均
は
計
算
上
の
抽
象
に
外
な
ら
争
、
(
拙
著
「
佐
合
統
計
論
制
」
=
二
五
頁
以
下
参
問
)
こ
は
俄

き
こ
Z
た
ら

F
る
際
、

諭

議

第
十
九
巻
同
(
第
一
一
瞬

ブL

道
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統
計
論
概
誼

九
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cf. Haushofer， op. cit.. 55. 452， 453・4認
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A
T
ば
現
在
牛
存
者
又
は
一
期
間
内
の
死
者
に
つ
き
、
算
出
せ
る
卒
均
年
齢
に
つ
き
言
ひ
得
ペ
き
所
な
り
、
中
人
も

亦
大
健
に
か
、
る
計
算
上
の
抽
象
に
過
ぎ
す
し
て
、
理
怨
又
は
代
表
値
ご
し
て
の
典
型
に
非
字
、
兎
に
角
そ
の
中

人
が

λ
の
調
蛍
な
る
分
化
を
問
ひ
っ
、
、
決
定
さ
れ
た
る
も
の
な
ら

5
る
限
り
、
然
り
ご
す
べ
き
所
な
る
が
、
此

制
限
た
る
中
人
の
後
明
者
又
は
傘
敬
者
た
り
し
、

ケ

l
v
l
に
ゐ
ち
て
は
恰
も
重
き
を
お
か
れ

5
b
L所
な

b
、

而
し
て
右
の
如
童
話
・
均
は
、
妄
断
を
避
り
ん
ご
す
る
限
b
、
始
め
よ
り
特
に
警
戒
し
っ
、
之
を
取
扱
ム
ペ
し
、
卒

均
の
要
度
を
過
大
に
評
痕
す
る
こ
古
は
、

ケ
ト

ν
ー
に
よ
る
中
人
の
過
度
傘
重
に
、

そ
の
古
典
的
表
白
を
見
た
る

所
な
る
が
、
注
意
深
き
間
半
間
的
研
究
者
ご
し
て
は
之
を
誠
L
h
u
べ
し
、
統
計
晶
子
は
概
し
て
中
数
値
の
率
問
た
h
z

の
見
解
は
、

現
今
著
し
〈
撞
頑
せ
る
所
な
る
が
(
司
E
日
開
』
m
o
r
o
著

書

ロ

5
m
Z
E
R
F
E
E
Z
E
E
E
-
-
o
∞
号
、
。
英
型

印
宮
内
困
問
訂
正

T
3宮
司
可
-
Z
巧
耳
目
白

Z
E
B
Y
E
F
J
U
あ
る
こ
と
を
芸
品
ナ
ベ
L
)
若
し
統
計
皐
の
率
問
的
職
H
T
E
し
て
、

品ρ

之
を
設
〈
が
如
き
は
同
凶
慨
に
誠
し
ひ
ぺ

L
。

別
に
豊
富
な
る
も
の
あ
る
を
会
〈
忘
れ
て
、

輸
近
統
計
血
中
者
中
に
は
、
卒
均
の
究
明
に
重
量
を
お
か
子
、
寧
ろ
そ
の
反
劃
に
伺
別
観
察
の
重
ん
宇
ぺ
き
を
カ

設
し
、

か
ぐ
て
卒
均
過
重
論
の
反
動
芭
も
、
観
じ
得
ぺ
き
立
場
を
採
る
者
あ
り
、

郎
も
そ
の
一
例

Z
L
て
出

El

n
F
2

は
日
(
「
大
量
現
象
を
括
約
L
、

一
見
典
型
的
な
る
卒
均
償
備
を
得
た
る
際
に
て
も
、
真
に
逝
進
的
に
大
量

の
分
解
を
遂
げ
ん
か
、
卒
均
に
謝
す
る
著
大
の
相
違
及
偏
街
は
、

卒
均
問
問
備
に
よ
h
反
映
さ
る
、
ょ

h
も
、
間
々

迭
か
に
特
色
ゐ
る
結
果
を
授
け
、
一
肱
曾
妹
態
了
解
の
日
的
上
、
透
か
に
意
義
多
イ
叉
重
大
な
る
結
果
を
授
く
ぺ

L
、

cf. Mayr. Theoretische Steltistik， 2. Aui1. 'I4 S. 170・.:~ 



卒
均
煩
館
研
究
の
方
法
に
よ
h'i

一
間
民
又
は
一
人
口
群
の
開
化
扶
践
に
闘
し
、
非
難
な
き
一
総
世
相
を
合
得
す

る
こ
Z
な
か
る
べ
く
、
否
曾
得
し
得
べ
き
に
非
宇
、
統
計
法
の
臆
周
は
一
様
に
叉
柵
別
研
究
の
た
め
に
、
信
す
ぺ

語
、
補
助
方
便
た
り
得
べ
き
も
の
な
る
が
、
吾
人
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
は
大
量
観
察
を
本
ご
す
る
研
究
Z
し
て
.

立

π

必
然
的
掛
照
た
k

リ
」
吉
、
而
し
て
道
徳
的
中
人

大
数
の
法
則
適
用
を
、
無
傑
件
に
そ
の
傑
件
吉
す
ペ
き
も
の
、
、

論
研
究
に
謝
し
、

一
は
大
罪
人
の
研
究
に

か
、
る
見
地
よ
h
試
み
た
り
さ
視
し
得
ペ
き
碗
究
、

二
方
-
血
に
存
す
、

し
て
、
他
は
即
も
偉
人
の
統
計
的
研
究
な
り
、
前
者
は
始
、
b
〈
之
を
措
き
、
今
后
者
に
つ
き
少

L
〈
設
か
ん
o

六

世
に
は
貴
き
偉
人
あ

h
、
中
人
以
上
仁
大
に
傑
出
し
、
人
間
の
誇
'
り
た

h
、
そ
は
理
想
た
り
、
叉
瑚
想
或
は
模
範

Z
L
て
数
百
宮
内
人
中
の
中
入
に
比
し
、
遥
か
に
そ

ω勢
力
に
富
め

h
ご
す
べ
き
こ
古
あ

h
、
彼
等
日
彩
し
き
凡
人

v
r
x
w
 

中
よ

b
、
挺
身
し
つ
〉
向
上
を
続
け
、
又
夫
等
群
衆
に
迫
り
て
、
彼
等
芭
是
の
向
上
を
共
に
せ
し
む
、
尤
も
前
記

ケ
ト

V
1
の
論
旨
を
貫
か
ん
か
、
中
以
上
な
る
人
々
は
、

そ
の
以
下
な
る
人
々
同
様
、
並
外
れ
(
地
軌
)
視
す
ペ
き

を
以
て
、
偉
人
又
は
天
才
は
不
具
者
た
り
、
不
具
者
ご
し
て
枇
曾
へ
の
一
出
一
m
b物
た
る
は
、
枇
曾
へ
の
一
一
一
繭
来
た
る

芭
異
ら
ぎ
る
こ
己
、
直
も
に
立
詮
吉
れ
得
ペ
し
、
現
に
伊
太
利
の
円
O
E
F
S。
は
、
(
特
に
円
E
E
E
同

2
5
5
3

百

E
E
E
E
n『
互
戸

P
山口

:
E
E
E
是
正
件
O
P
E
-
g
同
英
露
叶
百

E
Z
E
の

SE--UH
中
)
こ
の
天
才
翻
を
言
明
し
、

天
才
を
以
て
病
的
た
り
ご
し
、
之
を
癒
痢
及
狂
者
ご
組
合
は
せ
た
り
、
換
言
せ
ん
か
天
才
は
光
輝
赫
灼
穴
h
，
Z
す

論

叢

第
十
九
巻

) 

(
第
一
説

遺
憾
統
計
論
概
詑

cf. Bleicher， op. r:it.， 53. 8， 9 

cf. Haushofer， op_ cit.. S. 453 
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道
徳
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荷
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第
十
九
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(
第
一
競

設

る
も
、
ぞ
は
結
局
犯
人
同
僚
、
身
心
頭
慶
翻
念
を
代
表
し
、
凡
庸
の
安
全
な
る
一
軌
範
に
謝
す
る
、
社
曾
的
堕
落

の
一
例
詮
に
外
な
ら
十
、
従
ひ
て
人
間

ω進
歩
は
兎
も
角
遂
げ
ら
る
べ
し
ご
す
る
も
、
ぞ
は
堕
落
し
叉
不
健
全
な

る
天
才
に
よ
b
完
成
さ
れ
?
、
寧
ろ
後
生
型
的
掬
汰
の
自
然
進
化
的
方
法
に
よ
り
、
群
衆
を
向
上
せ
し

U
る
の
、

極
め
て
祖
増
加
叉
緩
漫
な
る
、
過
程
に
よ
り
遂
げ
ら
る
イ
し
ご
せ

h
、
円
。
B
Z
O
B
は
是
等
の
結
論
を
、
視
察
法
及

統
計
法
に
よ
り
確
立
せ
ん
古
せ
る
も
、
天
才
郎
不
具
者
て
ふ
、
そ
の
悲
観
的
信
念
に
よ

h
、
過
分
に
影
響
吉
れ
た

止

τ

る
の
風
あ
り
、
従
ひ
て
不
具
的
天
才
Z
M
拭
群
印
吾
作
自

0
5と
な
る
天
才
ご
の
、
底
別
を
忽
か
せ
に
し
た

h
。

此
鮎
に
つ
き
才
幹
及
天
才
が
、
自
然
の
尋
常
産
物
化

h
E
の
、
反
封
仮
設
を
立
て
つ
、
進
め
る
は
、

F
Eロ
の

天
才
研
究
な
り
、
氏
は
賞
に
異
の
科
率
的
研
究
に
、
必
要
な
る
諸
性
質
を
備
へ
、
新
概
念
を
後
明
す
る
こ
正
泉
の

湯
〈
が
加
(
、
之
Z
共
に
そ
の
観
念
を
翻
察
に
よ
hJ
験
め
す
こ
ご
に
、
融
局
く
ペ
品
』
勤
勉
及
忍
耐
を
一
不
し
っ
、
、

代
よ

b
衣
代
に
至
る
、
身
心
の
諸
特
質
遺
俸
を
律
す
イ
量
、
諸
法
則
の
研
究
に
営
り
、
特
に
偉
人
の
科
率
的
研
究

を
試
み
た

h
、
『
民
に
つ
き
て
は
「
位
合
続
計
諭
網
}
一
一
九
六
頁
参
嶋
)
却
も
氏
以
前
に
ケ
ト

V
1
は
統
計
を
使
用
L
、
一
耽
曾
の

諸
原
理
を
究
む
る
の
可
能
を
示
し
、

叉
グ

1
9
ィ

y
は
生
物
事
に
於
け
る
、
科
率
的
視
察
の
終
始
必
要
な
る
を
示

せ
る
が
、
是
等
の
二
方
法
を
組
合
は
せ
、
叉
天
才
は
遺
惇
的
た
h
J
E
の
偲
設
よ
り
出
費
し
っ
、
、
人
間
界
に
は
一

の
天
才
階
毅
宿
さ
れ
、
一
祉
曾
に
生
み
出
さ
る
、
如
何
な
る
才
子
天
才
も
、
大
部
R
T
は
此
階
級
よ
り
出
づ
吉
、
期
待

き
る
べ
き
ニ
ご
を
示
Z
ん
と
せ
hJ
、
勿
論
そ
の
思
想
中
に
は
、
こ
の
階
級
仁
入
る
べ
き
者
、
賓
地
に
確
か
め
ら
れ

cf. J. Q. Dealey， Sociology its Development and AppIication. -'20 PP 

332， 333. 
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得
4
L
Z
せ
ん
が
、
是
等
の
人
々
を
育
成
す
る
柁
め
、
枇
曾
的
努
力
を
趨
同
引
に
施
L
得
。
へ
〈
、
従
ひ
て
又
一
肱
曾
準

歩
の
保
設
た
る
、

天
才
の
製
作
期
し
て
待
つ
や
へ
き
こ
ご
を
合
意
せ
り
、

此
論
旨
を
論
理
的
に
貰
か
ば
、

優
是
育

阿
佐
向
。
ロ
宮
の
血
平
岡
を
詔
h
u

ペ
き
こ
正
、
な
る
、

現
に
同
名
目
は
一
九

O
四
五
年
の
比
、
の
長
。
ロ

に
よ
ち
起
き

れ
た

h
、
匹
、
の
目
的
Z
す
る
所
は
あ
ら
ゆ
る
階
級
に
つ
き
、
統
計
的
研
究
を
遂
げ
、
依
り
て
人
口
中
如
何
な
る
郎

分
を
以
て
、

よ
〈
生
れ
付
き
た
り
、

従
ひ
て
そ
の
穏
を
蔓
ら
し
む
る
の
、

値
打
あ
h
z
考
へ
得
ペ
き
か
を
確
か

め
、
他
の
一
面
に
は
如
何
な
品
-
部
分
を
以
て
、
蕃
殖
を
控
へ
し
む
る
の
要
あ
h
ざ
す
4

き
か
を
確
か
め
、
叉
は
類

厳
せ
る
群
衆
な
か
ら
し
め
ん
Z
努
む
る
に
あ
h
J
、
さ
れ
ど

proロ
の
論
旨
上
重
き
を
お
か
る
、
貼
は
、
基
本
的

困
予
言
し
て
の
遺
体
に
あ
り
、
部
も
生
れ
乍
ら
の
天
才
は
出
世
せ
ん
こ
E
、
始
め
よ
bJ
請
令
は
る
古
す
る
の
仮
設

に
あ

b
、
允
も
環
境
の
諸
国
子
に
よ
り
、

遺
侍
的
天
才
を
助
勢
又
は
阻
碍
す
べ
き
こ
ご
は
、
。
島
。
ロ
も
之
を
認

む
、
次
に
叉
氏
は
天
才
が
本
来
、
男
性
に
属
す
Z
の
慨
誌
を
採
れ
る
に
似
た
り
、
氏
の
論
議
中
終
始
一
貫
婦
人
を

粗
略
に
収
扱
へ
ば
な
り
、
唯
才
幹
あ
る
婦
人
は
、
自
然
に
才
幹
あ
る
家
族
の
出
た
る
べ
き
ニ
己
、
同
一
階
級
内
相

互
の
重
婚
に
よ
り
、
優
良
種
よ
り
天
才
、
才
子
を
生

U
の
望
を
、

二
重
に
確
か
な
ら
L
h
U
4
き
こ
己
は
、
氏
も
首

肯
す
・
4
L
E
推
測
せ
ら
る
、
要
す
る
に
の
各
自
の
見
地
よ
b
せ
ん
か
、
優
是
育
は
統
計
告
の
他
の
方
法
心
よ
り
、

遺
博
の
諸
原
則
を
確
か
め
、

か
〈
て
之
に
枇
曾
的
助
勢
を
加
へ
、
身
心
共
に
剛
健
な
る
積
極
的
進
歩
的
血
統
を
蕃

殖
せ
し
め
、
他
の
一
面
身
心
共
に
鹿
弱
な
る
頑
藤
穏
を
、
減
少
せ
し
む
る
の
貨
を
奉
げ
ん
ざ
す
、

か
、
る
優
是
育

論
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瓶
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回
)

が
そ
の
基
本
吉
し
て
の
各
自

の
仮
設
を
奉
守
る
限
り
、

一
面
に
は
才
幹
あ
る
家
族
の
、
比
較
的
少
数
な
る
分
子

に
重
き
を
お
き
、
他
商
に
は
生
れ
乍
ら
残
斥
古
る
、
の
、
運
命
を
授
け
ら
れ
し
、
頚
臨
服
者
の
同
様
少
数
な
る
分
子

に
、
重
き
を
お
〈
の
傾
向
ゐ
る
事
へ
き
や
、
明
か
な
る
に
似
た
b
、
か
〈
て
中
人
詳
言
す
れ
ば
、
才
子
及
天
才
た
る

男
子
に
よ
h
、
影
響
さ
れ
陶
冶
き
る
、
の
材
料
に
、
多
分
相
営
せ
り
ご
す
〈
き
群
衆
は
、
大
部
分
看
過
せ
ら
る
、

こ
古
、
な
ら
ん
。
要
す
る
に
氏
の
論
旨
に
あ
り
で
は
、
人
才
及
天
才
も
自
然
の
尋
常
産
物
た
h
、
遺
傍
的
た
り
芭

す
べ
き
に
拘
は
ら
守
、
そ
は
人
品
上
凡
人
以
上
に
高
き
を
以
て
、
人
間
進
歩
に
於
り
る
前
進
運
動
の
先
鋒
芭
な

h
、
叉
入
閣
の
心
的
畿
展
に
於
け
る
、
諸
可
能
の
表
徴
ご
し
て
、
後
人
の
た
め
に
前
途
を
照

V
Z
せ
h
。

p-Eロ
に
よ
る
右
の
天
才
論
は
、

第
十
八
世
紀
の
枇
舎
的
哲
率
的
論
旨
に
担
割
し
、

著
し
一
吉
相
到
照
を
な
す
、

も
後
者
に
あ
hJ
て
は
一
般
に
、
人
の
平
等
を
般
定

L
、

一
明
の
人
は
生
れ
乍
ら
に

L
て
卒
等
な
h
、
諸
相
違
賞
際

に
存
す
る
も
、
そ
は
会
〈
諸
赴
曾
事
情
、
社
曾
的
環
境
に
由
る
ご
論
じ
た
り
、
此
見
地
よ
り
せ
ん
か
、
斉
一
な
る

諸
事
情
吉
、
型
高
術
な
る
枇
合
的
環
境
正
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
尋
常
人

ωた
め
、

一
様
に
備
は
る
』
}
正
、
な
る
限

b
、
世
曾
は
相
蛍
の
時
日
を
般
寸
ご
共
は
、
彼
我
略
平
等
な
る
「
公
民
よ
り
、
組
成
さ
る
、
こ
吉
、
な
る
ペ

L
、
而

し
て
そ
の
所
設
が
一
の
天
才
論
た
ら
守
し
て
、
凡
人
に
よ
る
卒
均
上
達
に
閲
す
る
、

一
間
学
説
た
る
は
注
意
さ
る
べ

き
所
な
h
、
唯
右
教
育
に
よ

h
得
ら
る
べ
き
卒
等
の
、
大
主
張
者
た
り
し

Q
E
P
〉
在
日
目
巳

5
E
E
(
一
七
一
五

-
七
一
年
、
ロ

1
・2
百
円
。
著
あ
り
)
に
あ
り
て
は
、
そ
の
論
旨
一
方
に
康
げ
ら
れ
、

そ
の
結
果
有
潟
の
才
は
、
全
般
ぜ ep 

cf. Dealey， op田 cit.， pp. 330-332; D. Caradog Jones， A First Course 
in 5t乳tistics，'21 p. 3・

》告



し

τの
人
間
界
内
に
、
潜
み
て
存
在
す
、

hr
〈
て
一
通
嘗
な
る
議
事
情
の
下
、
甲
又
は
る
の
階
級
よ
h
、
一
様
に
現

は
れ
得
守
へ
き
こ
ご
を
認
め
た
み
リ
、
換
言
せ
ん
か
そ
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
天
才
は
潜
勢
的
な
り
、
之
が
開
後
に
は
機

曾
を
要
す
、
而
し
て
天
才
は
一
切
の
人
に
よ
り
生
得
せ
ら
る
、
こ
ご
な
き
も
、

一
切
の
階
級
に
は
岡
有
な
b
、
従

ひ
て
相
嘗
の
事
情
及
環
境
完
備
す
る
ご
き
は
、
才
子
及
天
才
は
農
民
た
る
芭
貴
族
た
る
ご
に
論
な
〈
、

一
様
に
湧

き
出
で
ん
Z
せ
り
o

右
の
見
地
に
よ
れ
ば
環
境
の
重
み
に
就
き
、
強
当
力
説
ゐ
h
、
さ
れ
ど
そ
の
以
上
に
そ
の
啓

藤
田
能
力
上
、
潜
勢
的
に
群
衆
よ
ち
勝
れ

b
z
す
べ
き
人
物
は
、
人
間
界
を
通
じ
、
所
在
に
散
在
す
る
こ
ご
の
承
認

を
抽
廿
ひ
、
叉
こ
の
潜
勢
的
天
才
は
、
必
守
や
賓
現
ち
る
ぜ
す
べ
き
ニ
ご
な
し
、

之
が
た
め
に
は
鼓
舞
す
べ
き
環
境

ご
機
舎
ご
に
よ
ち
、
照
ら
さ
る
、
の
要
あ
り
ご
す
る
の
論
旨
を
件
ふ
o

右
の
血
干
読
は

。
巳
件
。
ロ

の
設
け
る
も
り
己

は
異
れ
b
J
、
帥
も
后
者
は
天
才
が
一
一
舵
曾
階
級
、
多
分
又
そ
の
階
級
の
男
子
に
回
有
な
hJ
、
而
し

τ号
の
天
才
は

環
境
叉
は
機
曾
の
如
何
ぞ
問
は
十
、
世
に
現
は
れ
す
ん
ば
己
ま

F
る
べ
し
Z
諭
す
る
に
似
た
b
、
然
る
に
他
の
血
千

設
に
よ
れ
ば
、
天
才
は
一
の
天
才
階
級
内
に
限
ら
れ
守
し
て
、
庚
く
人
間
界
に
ゐ
h
、
叉
同
様
に
男
女
雨
性
の
内

]
【

L
ぬ

ω件
。
門
司
・
ポ
号
釦
口
凶

に
あ
ち
、
唯
之
が
開
後
の
た
め
機
曾
を
要
す
ご
論
守
、
近
年
に
至
h

は
そ
の
著

〉
日
)
日
比
目
。

ι

印。。円

o
z
m予

-oae
中
、
働
蘭
闘
の
大
文
人
い
い
関
す
る
〉
]
号
色
。
ι
E
の
統
計
的
研
究
の
2
g
o
ι
g
m
Eロ
含

F
O
B

E
B
-
-甲
u-

を、

そ
の
議
論
の
土
台
に
使
ひ
、
国
広
〈
E
H
E
の
曲
学
設
国
附
議
の
勢
を
執
ら
ん

Z
L、
文
献
を
周
到
に
商

量
し
、
賛
成
論
及
反
動
論

ω患
者
を
、
比
較
秤
量
せ
る
后
、
事
賃
上
白
色
〈
町
民

5
F吃
の
設
を
同
じ
う
せ
る
。
ι
E

論

議

道
徳
統
計
謂
概
詑

第
十
九
巻
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第
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九
巻
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矛ミー

= 
ー，、
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設

道
徳
統
計
諭
撫
詑

の
諸
結
論
に
裏
書
L
た
り
、
戸
百
三

の
設
に
よ
る
に
、
人
間
界
に
於
け
る
潜
勢
的
天
才
の
大
多
数
は
、
現
事
情
の

下
に
あ
b
て
は
開
後
せ
ら
れ
守
し
て
巳
む
、

き
れ
ば
相
嘗
な
る
一
耽
曾
組
織
ぞ
得
ば
、
寅
在
の
天
才
は
直
ち
に
砂
〈

ご
も
百
倍
に
増
さ
ん
、
婦
人
を
も
亦
嘗
然
勘
定
に
入
る
、
の
要
あ
る
が
如
〈
、
之
を
そ
の
数
に
加
へ
ん
か
、

に
於
て
明
か
に
天
才
正
す
べ
き
者
は
、

二
百
倍
に
増
吉
れ
ん
、
ぞ
の
外
一
一
層
良
好
な
る
一
環
境
の
下
、
凡
人
の
心

的
能
力
も
高
め
ら
る
ぺ
し
ご
せ

h
、
而
し
て
潜
勢
的
天
才
を
鼓
舞
し
啓
品
目
せ
し
む
ぺ
き
、
環
境
の
・
貨
際
因
子
ご
し

て
、
。
品
目
ロ

に
よ
b
皐
げ
ら
れ
巧
釦
己
に
よ
h
J
精
設
さ
れ
し
も
の
は
弐
の
如
し
。

一
、
特
別
の
智
能
的
刺
戟
及
便
盆
を
宿
す
べ
き
人
口
中
心
地
、

二
、
心
砲
な
き
こ
正
、
経
済
的
安
全
、
険
限
を
保
詮
す
べ
き
、
物
質
的
手
段
の
県
宮
、
又
か
〈
豊
宮
な
る
た
め
、

叫
刷
費
用
の
諸
装
置
を
備
は
ら
し
め
得
べ
き
ニ
、
己
、

、
自
重
、
骨
神
殿
の
戚
念
、
議
備
力
を
養
は
し
め
得
ぺ
き
枇
曾
的
地
位
、

一
人
Z
し
て
出
世
の
大
目
的
の
目
録

中
に
、
そ
の
名
を
列
す
る
の
値
訂
及
権
利
あ
ム
リ
さ
の
自
信
を
、

そ
の
人
に
懐
か
し
め
得
べ
き
は
、
右
の
諸

心
理
に
限
ら
晶
、

四
、
青
年
の
問
に
於
け
る
、
周
到
又
長
期
に
亘
る
訓
練
、
之
が
た
め
に
事
功
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
過
す
る
に
至

。
、
そ
の
中
に
て
ぞ
の
一
人
の
智
格
的
性
向
及
趣
味
に
遁
へ
る
が
如
き
方
面
を
選
ぶ
e

』
ご
を
得
せ
し
む
時

要
す
る
仁

一
八
六
九
年
の
名
著
「
法
停
の
天
才
論
」
以
来
‘
事
問
的
ざ
な
り
つ
、
あ
る
諸
皐
者
の
天
才

の
巳
件
。
ロ

代

cf. Dealey， op. cit.， pp. 333-335 * 



研
費
、
及
之
が
詳
し
き
評
論
は
、
一
肱
食
事
の
研
究
に
譲
る
も
、
是
等
曲
学
者
の
研
究
に
、
採
用
吉
れ
た
る
統
計
的
研

究
に
は
‘
見
る
べ
き
も
の
あ
る
を
注
意
す
べ
〈
、
同
時
仁
是
等

ω研
究
仁
よ

b
、
悲
起
き
る
、
興
味
に
敗
惑
せ
b

れ
、
前
引
用

C
[昨日間
2
の
道
徳
統
計
論
に
、
加
へ
ち
れ
し
芭
同
様
な
る
評
論
を
、
(
本
誌
前
班
十
士
一
且
参
…
聞
)

是
等
に

も
加
へ
得
べ
き
機
舎
、
砂
か
ら
古
る
ぺ
き
こ
ご
を
忠
る
べ
か
ら
ず
、
蓋
し
天
才
何
た
る
か
を
定
む
る
の
客
観
的
標

準
、
必
今
し
も
備
は
れ

b
ご
す
る
を
得
中
、
之
を
定
め
得
化
h
一
己
す
る
も
、
之
が
悉
査
の
見
込
日
大
に
制
限
せ
ら

Z
-
へ
き
を
以
て
、
自
己
の
待
設
を
確
か
む
る
に
都
合
よ
き
、
材
料
蒐
集
偏
重
の
弊
仁
、
陥
ゐ
り
易
か
る
イ
き
を
以

て
な
り
。

士

O
R
5
m
mロ

道
徳
生
活
は
一
般
人
間
生
活
の
杢
範
園
に
表
は
る
、
か
〈
て
夙
に

健
の
生
殖
{
そ
の
中
に
男
女
白
雨
棋
性
及
平
準
、
銅
山
，
耳
鼻
同
蝉
及
輔
一
階
、
離
婚
及
離
婚
者
白
再
婚
、
否
認
悼
な
る
男
女
共
同
睡
及
資
制
臣
、
摘
出
蕃
殖

も
圭
の
著
書
中
(
甲
)
人
間
有
機

及
人
口
移
動
、
私
生
及
実
見
世
分
之
、
(
乙
)
人
間
有
機
種
に
於
け
る
生
活
費
現
、
(
い
、
民
事
法
む
純
一
聞
に
於
け
る
枇
曾
倫
間
的
生
活
費

明
、
そ
白
中
に
は
一
一
回
籾
関
統
酔
的
な
る
も
¢
を
、
他
面
刑
事
統
計
ー
を
収
む
。
ろ
‘
智
描
的
美
的
数
化
。
結
岡
に
於
け
る
祉
舎
倫
理
的
生
活
費
判
明
、

即
ち
ま
且
上
品
敷
牝
統
計
を
、
道
徳
統
計
諭
に
入
る
。
位
、
宗
敬
的
道
徳
的
範
周
内
に
於
け
る
杭
脅
倫
理
的
止
活
費
現
)
、
(
丙
)
人
間
有
機
慢
の

死
巴
(
い
、

道
徳
的
問
子
と
閥
聯
せ
る
衰
弱
及
死
亡
、
そ
の
中
に
は
特
に
疫
病
、
狂
気
、
酒
精
中
毒
、
梅
毒
、
漫
性
白
設
1
0
只
骨
衆
責
任
の
琵
露

ネ

た
る
混
入
犯
、
そ
の
中
に
過
去
草
、
職
宇
Z
を
も
入
る
。
は
、
自
殺
。
に
、
結
晶
副
)
を
品
川
も
説
明
し
、
国

E
任
。
田
町
『
も
要
領
を
之
に
酌

論

叢

第
十
九
巻

= 
七

(第一一揖

七
) 

道
徳
統
計
前
櫛
詑

cf. v. Ottingen， Die Mor;tlstatistik. '82 Inha1tsubersicht. * 



論

議

助
徳
統
計
論
概
誼

第

焼

第
十
九
巻

三
八
)

λ. 

め
る
が
如
き
、
分
類
争
試
み
説
明
せ
る
も
、
以
下
主
ご
し
て

*
 

類
系
統
に
則
り
、
そ
の
総
研
究
範
囲
を
一
瞥
す
る
よ
ご
、
せ
ん
か
。

が
そ
の
道
徳
統
計
論
中
に
採
用
せ
る
分

ぐ
出
向
仰
ぐ
同

道
徳
統
計
論
に
於
て
取
扱
ふ
べ
き
枇
合
大
量
に
つ
き
、
白
か
ら
之
を
二
大
別

L
得
ぺ

L
、
郎
も
そ
は
前
に
設
け

る
所
に
よ
り
推
知
す
ぺ
き
が
如
〈
、
第
三
次
的
に
至
り

τ初
め
て
道
徳
駅
態
及
現
象
そ
反
映
す
ぺ
き
も
、
第
一
弐

的
に
そ
の
性
質
を
標
準
ご
す
る
ご
き
は
、
間
半
問
的
統
計
論
の
他
の
部
門
に
於
げ
る
観
察
範
聞
に
障
す
べ
き
、
枇
曾

大
量
Z
す
べ
き
も
の
ぞ
の
-
に
し
て
、
第
一
次
的
に
道
徳
山
肌
態
及
現
象
を
表
明
す
べ
き
、
枇
命
日
大
量
は
毛
の
ニ
な

り
、
后
の
大
量
に
つ
き
て
も
第
二
次
的
に
生
十
ぺ
言
、
他
の
枇
曾
的
意
義
に
鑑
み
、
臨
機
に
墜
問
的
統
計
論
の
他

の
部
門
に
於
て
も
、
亦
之
を
問
ふ
こ
吉
、
す
る
は
妨
げ
十
、

か
〈
て
道
徳
統
計
論
の
大
部
分
は
、
質
際
統
計
息
干
の

議
部
門
に
相
到
し
、
排
他
的
だ
る
こ
さ
な
量
は
明
か
な
り
、
寧
乃
道
徳
統
計
論
上
研
究
さ
る
、
材
料
は
、
質
際
統
計

島
一
・
の
議
部
門
に
麗
し
、
ぞ
の
大
部
分
は
賞
地
統
計
上
、
-
道
徳
統
計
以
外
の
一
周
に
供
せ
ん
ご
し
て
調
査
せ
ら
る
、
特

に
特
殊
の
枇
舎
大
量
は
、
特
例
、
己
し
て
単
純
化
3
れ
た
る
形
式
に
よ
b
て
は
、
統
計
事
の
他
の
一
範
固
に
於
て
考

察
せ
ら
れ
、
法
律
に
本
づ
き
て
施
き
る
、
特
別
観
察
法
に
よ
り
察
取
せ
ら
る
、
も
、
取
策
げ
た
る
観
察
の
仕
方
に

よ
ら
ば
、
特
に
叉
道
徳
統
計
論
に
も
属
す
ご
す
ぺ
き
も
の
あ
h
、
そ
の
特
例
は
離
婚
及
自
殺
に
つ
き
て
之
を
見
る
、

就
中
離
婚
は
人
口
動
態
の
統
計
論
に
於
て
、
特
殊

ω婚
姻
(
闘
係
)
解
消
E
し
て
、
尋
常
な
る
解
消
の
仕
方
(
肥
偶
者

白
一
方
の
死
亡
)
己
共
に
聞
は
る
べ
き
も
、
蹴
婚
に
伶
ふ
こ
の
人
口
統
計
的
意
義
は
、

そ
の
道
徳
統
計
的
意
義
に
比
す

v. Mayr， Moralstatistik. S. Iq配4陛



れ
ば
蓬
か
に
劣
れ

h
、
従
ひ
て
比
理
由
よ
り
す
る
も
、
阪
に
離
婚
を
以
て
一
次
的
道
徳
統
計
の
性
質
を
帯
ぺ
晶
、

研
究
範
国
調
す
ぺ
き
な
り
、
そ
の
外
注
意
深
く
仕
遂
げ
ら
れ
た
る
離
婚
統
計
は
、
人
口
統
計
上
意
義
ゐ
る
、
婿
姻

解
消
の
事
賓
を
確
か
む
る
こ

Z
に
限
ら
れ
宇
、
特
に
離
婚
を
促
せ
る
理
由
に
関
L
、
別
の
観
黙
を
そ
の
考
察
範
囲

に
採
り
入
る
、
の
事
情
あ
り
、
之
が
た
め
に
は
離
婚
訴
誌
の
記
録
を
利
用
す
る
こ
芭
、
す
べ
し
、

か
〈
て
人
日
統

計
的
特
別
関
係
以
上
に
、
引
延
ば
さ
れ
た
る
特
殊
の
材
料
を
生
じ
、
之
が
統
計
的
整
理
上
第
一
夫
の
目
的
Z
す
る

所
は
、
嘗
該
理
由
に
よ
り
惹
起
さ
れ
し
婚
姻
解
消
の
程
度
に
関
す
る
、

一
概
念
を
収
め
ん
ご
す
る
に
非
歩
、
事
ろ

そ
の
離
婚
の
現
況
及
後
展
に
表
明
せ
ら
晶
、
、
道
徳
山
肌
態
の
統
計
的
一
事
相
を
牧
む
る
を
目
的
正
す
、
従
ひ
て
離

婚
統
計
は
ぞ
の
正
骨
固
な

ι立
場
を
、

一
次
的
道
徳
統
計
の
範
圏
内
に
宿
す
を
見
品
、

か
〈
て
道
徳
統
計
論
に
あ
h'

て
は
、

一
般
的
に
時
及
慮
に
よ
る
離
婚
の
相
違
を
悶
ふ
の
み
な
ら
や
、
特
に
離
婚
者
の
年
齢
、
婚
姻
纏
綴
期
間
、

子
の
有
無
、
離
婚
者
の
人
身
に
闘
す
る
そ
の
他
の
諸
事
情
、
般
A
T
ば
入
荷
、
困
民
性
、
そ
の
婚
姻
前
に
於
げ
る
配

偶
関
係
、
職
業
、
信
教
、
一
見
に
備
離
婚

ω
理
由
を
問
ふ
が
如
き
大
に
意
義
め
り
叫
次
に
自
殺
は
要
略
的
に
は
他
の

幾
多
死
因
ご
共
に
、
人
口
統
計
論
の
材
料
中
に
、
録
取
せ
ら
る
、
こ
百
通
例
な
る
も
、
そ
の
外
自
殺
は
道
義
心
の

表
事故

(
Z
4。
l
m
E
H
Z
r
m
Z
E
z
n
m
自
白
凹
。
口
。
-o同ヲ
d
u
]
ω
-
N
U
印
・
に
は
自
殺
を
以
て
、
犯
罪
と
共
に

E
t
x
。一司

E
n
s
-
g
D島
台
。
ロ
と
し
、

そ
の
用
誌
上
宮
田
晴
位
、
貯
蓄
噌
均
等
に
よ
る
よ
羽
り
も
、
一
唐
確
か
な
り
と
し
、
尚
攻
頁
に
は
之
が
研
究
に
就
〈
と
共
に
、
道
徳
統
計
の
制
聞
に
入
る

と
せ
り

)
E
し
て
、
重
大
の
意
義
ゐ
年
、

之
が
察
取
に
伴
ム
、
特
別
の
道
徳
統
計
的
興
味
あ
る
が
た
め
に
、
原
則
さ

古市

叢

九

準
徳
統
計
諭
概
説

(
第
一
線

三
九
)

第
十
九
告
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論

道
徳
統
計
論
概
説

四
O 

(捧一一揖

設

第
十
九
巻

四
O 
) 

じ
て
別
に
叉
之
を
手
庚
き
特
別
調
査
の
物
鱒
Z
な
L
、
'
自
殺
未
遂
に
も
亦
そ
の
調
査
を
及
ぼ
き
し
む
、
現
に
園
家

が
白
殺
未
遂
を
、
犯
罪
行
柏
崎
中
に
加
へ
さ
る
場
合
に
で
も
、
国
家
組
織
上
自
殺
を
以
て
、
注
目
す
4

〈
愛
ふ
ペ
き

出
来
事
視
す
る
が
た
め
に
、
之
が
明
確
な
る
査
定
及
記
録
を
求
め
、

か
〈
て
道
徳
統
計
上
重
要
な
る
材
料
は
、
同

時
仁
授
り
ら
る
、
仁
至
る
、
か
か
る
調
資
の
結
果
、

一
次
的
に
道
徳
上
の
意
義
あ
る
現
象
を
示
す

4
f、
従
ひ
て

道
徳
統
計
的
意
義
あ
り
ご
す
べ
き
、
細
別
豊
富
な
る
自
殺
大
量
を
牧
む
べ
し
、

そ
は
人
口
減
少
の
事
由
た
る
担
何
度

に
於
て
、
純
入
日
統
計
的
意
義
を
帯
ぷ
る
も
、
そ
は
金
〈
樫
規
す
べ
き
所
な
b
、
卸
も
道
徳
統
計
論
に
あ
・
り
で
は
、

一
般
に
時
及
慮
に
よ
る
相
還
を
問
ひ
、

(
巴
耳
目
]
問
。
。
同
日
目
V
E
m
)

の
刷
新
を
期
す
る
の

そ
の
問
詳
細
な
る
地
方
別
研
究

み
な
ら
す
、
特
に
叉
自
殺
の
季
節
的
動
揺
、
自
殺
者
の
男
女
別
、

職
業
、

信
教
、

警
程

年
齢
及
配
偶
関
係
、

度
、
経
済
上
の
地
位
、
岨
脚
質
、
人
積
及
閥
民
性
、
自
殺
の
方
法
並
に
自
殺
の
動
機
を
閑
ふ
べ
き
な
b
、
か
〈
て
叉

白
殺
数
百
一
般
枇
曾
欣
態
及
現
象
ご
の
総
闘
係
に
闘
す
る
研
筑
を
以
て
、
便
宜
上
自
殺
統
計
に
闘
菅
る
率
閥
的
考

ψ
命

察
を
結
ぶ
こ
ど
、
す
べ
し
。

道
徳
統
計
論
の
た
め
に
意
義
あ
る
、
枇
舎
大
量
の
右
ニ
大
別
は
、
道
徳
統
計
論
の
全
範
囲
を
、

統
計
的
な
る
も
の
ご
、

二
次
的
に
道
徳

一
次
的
に
道
徳
統
計
的
な
る
も
の
ご
に
、
分
つ
の
標
準
に
供
し
得
べ

L
、
前
者
中
に
は
人

間
道
徳
生
活
認
識
の
た
め
、
二
次
的
に
意
義
あ
h
J
Z
す
べ
き
、
一
耽
曾
大
量
の
統
計
を
合
む
、
従
ひ
て
を
は
そ
の

統
計
率
的
問
明
上
、

一
次
的
に
は
人
口
統
計
論
、
政
治
統
計
論
、
経
済
統
計
論
に
、
品
川
た
る
べ
き
世
舎
大
量
に
開

Beg【iffU~W'J S. 224; Ders.， Ge!:ietzmassigkeit usw. S. 329 cf. v. M可 14略



す。是
等
の
大
量
を
道
徳
統
計
的
桝
究
の
、
特
別
範
圏
内
に
採
ち
入
る
、
た
め
に
は
、
別
仁
一
傑
件
を
要
す
、

そ
t主

人
口
静
態
及
動
態
、
並
に
経
務
的
、
政
治
的
生
活
費
現
中
、
倫
理
的
観
勅
の
下
尋
慣
紋
態
及
現
象
ざ
し
て
、
別
に

現
は
る
べ
き
も
の
に
封
し
、
伴
艮
し
偏
傍
せ
り
さ
し
て
明
か
に
認
識
さ
れ
得
ぺ
き
も
の
に
閲
す
る
こ
正
之
な
り
、

か
、
る
偏
傍
は
或
は
普
の
方
面
の
現
象
£
な
り

τ、
現
は
る
べ
き
道
徳
力
上
進
た

h
z
の
意
味
に
て
積
極
的
た

h
，
、
或
は
尋
常
道
徳
力
萎
縮
の
た
め
、
消
極
的
仁
志
の
方
面
の
現
象
ご
し
て
現
は
れ
得
べ
し
、
雨
者
の
間
に
介
在

す
ぺ
き
も
の
、
詳
言
す
れ
ば
諸
般
態
及
現
象
中
、
道
徳
的
に
無
意
義
己
は
せ

F
る
も
、
倫
理
的
見
地
よ
り
皐
に
目

立
た
ぎ
る
尋
常
親
さ
る
べ
〈
、
叉
か
、
る
尋
常
獄
態
及
現
象
正
し
て
、
倫
理
上
の
特
別
性
質
を
有
せ
ぎ
る
も
の

は
、
凡
て
道
徳
統
計
的
特
別
考
察
の
封
象
を
な
さ
守
、

き
れ
左
二
失
的
道
総
統
計
論
の
各
部
を
、
詳
察
す
る
に
賞

り
て
は
、

一
面
道
徳
統
計
論
芭
他
面
統
計
撃
の
他
の
部
門
吉
の
聞
に
、
新
〈
の
如
(
幾
分
か
中
立
的
な
る
部
分
あ

る
こ
z
e
f
、
恒
に
指
示
す
る
を
可
ご
す
、
而
し
工
之
が
統
計
率
的
該
柄
研
究
は
、
道
徳
統
計
論
以
外
に
存
す
ぺ

話
、
他
の
部
門
の
統
計
四
学
に
隠
す
吋

L
。

人
口
統
計
論
、
経
済
統
計
論
、
政
治
統
計
論
に
取
扱
ふ
べ
き
枇
合
大
量
中
、
統
計
に
よ
り
確
か
め
た
る
事
買
に

っ
き
、
何
等
倫
理
的
評
債
を
施
す
の
由
な
習
も
の
、
殊
に
叉
最
も
一
般
的
な
る
性
質
を
帯
よ
る
も
の
は
、
道
徳
統

計
諭
吉
金
〈
何
等
の
開
係
を
も
有
せ
ざ
る
ぺ
し
、
之
が
質
例
記
し
て
は
、
人
口
統
計
論
に
よ
り
示
さ
る
べ
号
、
人

論

叢

道
徳
統
計
論
概
説

第
十
九
巻

(
第
一
腕

四

) 

四



論

護

道
徳
統
計
論
概
説

第
十
九
巻

(
第
一
蹴

四
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四

口
静
態
上
の
幾
多
細
目
芭
1
ノ
て
、
純
民
誌
的
事
賞
掛
さ
る
ぺ
君
、
も
の
を
血
中
げ
得
べ
し
、
卸
ち
人
口
の
大
き
そ
れ
白

鰻
、
年
齢
構
成
、
職
業
別
一
班
、
不
具
者
の
普
及
程
度
等
は
然
h
・
又
人
口
勤
態
統
計
論
中
に
て
は
、

苑
己
の
現

況
、
疫
病
の
勢
威
を
皐
「
べ
し
経
済
統
計
論
に
あ
ー
り
て
は
、
生
産
統
計
の
大
別
及
細
目
、
職
業
別
経
営
別
の
細

目
、
貨
物
交
通
ゑ
蓮
迭
の
後
燥
等
を
蕊
に
敷
ふ
べ
〈
、
政
治
統
計
論
に
あ
り
て
は
、
国
務
の
分
掌
Z
会
事
に
於
り

る
閥
民
奉
奥
の
権
能
子
宮
、
叙
設
せ
る
も
の
滋
仁
麗
す
。

二
次
的
道
徳
統
計
問
題
を
取
扱
ふ
べ
き
部
分
は
、

そ
の
道
徳
統
計
論
上
考
察
せ
ら
る
べ
き
大
量
を
、

そ
の
細
目

全
般
に
亘
り
て
取
扱
は
歩
、
そ
の
大
部
分
は
人
日
統
計
論
及
道
徳
統
計
論
的
考
察
法
を
施
す
党
め
、
幾
分
か
完
き

共
通
範
囲
翻
せ
ん
ご
す
、
議
仁
先
づ
注
意
す
べ
き
は
、
同
時
に
道
徳
統
計
論
に
よ
り
て
も
、
亦
研
究
の
要
ゐ
h
z

せ
ら
る
べ
号
、
祉
曾
大
量
特
に
部
分
大
量
は
、
特
に
人
口
統
計
論
の
範
閣
に
於
て
、
取
扱
は
る
、
機
曾
頻
繁
な
る

べ
き
こ
ご
な
り
、
之
正
共
に
是
は
特
に
普
通
の
人
口
静
態
及
動
態
に
於
り
る
、
扶
態
及
現
象
の
逸
軌
に
闘
す
、

力主

か
る
逸
軌
の
典
型
た
る
べ
き
も
の
を
、
蕊
仁
先
づ
例
示
せ
ん
か
、
人
口
男
女
別
、
年
齢
別
(
特
に
大
都
市
民
大
工
業
地
面

申
)
及
配
過
閥
係
別
、

所
帯
及
家
族
(
特
に
そ
の
他
人
分
子
)

の
形
態
に
於
り
る
大
偏
傍
、
私
生
、

異
常
な
る
出
生
滅

退
、
夫
婦
婚
姻
年
齢
組
合
せ
の
異
常
、
小
児
特
に
乳
児

ω死
己
、
特
別
の
死
因
特
に
梅
毒
及
酒
精
中
毒
に
よ
る
死

己
等
は
然
h
，
、
嫡
出
の
統
計
苦
難
も
亦
ぞ
の
敷
が
、
多
数
家
族
に
於
て
故
意
に
制
限
せ
ら
る
、
こ
ご
を
推
測
せ

L

め
、
か
〈
て
嫡
品
出
生
減
退
異
常
の
程
度
仁
蓬
せ
り
ご
す
べ
〈
ん
ば
、
等
し
〈
道
徳
統
計
論
の
材
料
た
る
べ
し
、



時
ご
し
て
は
か
、
る
逸
軌
に
特
別
興
味
を
伴
ふ
た
め
、
そ
の
興
味
に
保
吉
れ
、
そ
の
範
囲
に
蹄
す
べ
き
枇
曾
大
量

を
、
一
見
に
向
特
別
な
る
道
徳
統
計
的
研
究
の
針
象
ご
な
す
こ
ご
め
り
‘
限
ム
ザ
ば
在
生
り
統
計
に
附
帯

L
て
、
夏
に

一
歩
を
進
的
私
生
の
母
に
就
き
そ
の
経
援
を
究
め
、
或
は
私
生
児
生
涯
的
運
命
を
、
等
ぬ
る
こ
ご
、
す
る
が
如
、
き

之
な
り
、

精
細
を
極
む
べ
き
系
統
論
編
成
よ
り
せ
ば
、

問
題
Z
な
せ
る
二
弐
的
道
徳
統
計
論
上
の
逸
軌
に
闘
す

品
、
右
の
添
附
的
俄
砂
研
究
を
、

一
弐
的
道
総
統
計
論
に
移
す
べ
き
-
}
正
、
な
ら
ん
、

さ
れ
ど
克
仁
一
歩
を
準
め

て
考
ふ
る
ご
き
は
・
問
題
言
な
せ
る
諸
枇
食
大
量
の
閲
聯
4T
泡
嘗
に
維
持
し
、

か
〈
て
此
種
の
一
次
道
徳
統
計
論

的
性
質
を
帯
べ
る
補
充
研
究
を
、
系
統
上
例
外
的
に
三
弐
的
統
計
論
の
序
に
、
研
究
せ
し
な
る
の
一
一
層
遁
切
な
る

を
知
ら
ん
、
人
口
統
計
論
は
又
上
に
設
け
る
が
如
き
意
味
に
よ
り
、
道
徳
上
尋
常
蹴
古
る
べ
き
も
の
を
、
そ
の
範

圏
内
に
於

τ注
目
す
べ
き
税
度
に
よ
り
、
序
説
的
に
指
示
す
べ
き
機
曾
を
授
〈
、
之
に
つ
き
て
は
人
口
の
構
成
般

ー
胃

AH
ば
配
偶
関
係
別
及
職
業
別
に
よ
る
構
成
も
、
人
口
動
態
特
仁
婚
刺
及
出
生
の
現
況
も
、
等
し
く
関
は
る
べ
し
。

政
治
統
計
諭
に
ゐ
h
て
は
、
前
仁
限
定
せ
る
意
義
に
よ
り
、

二
次
的
に
道
徳
統
計
的
な
る
も
の
、
比
較
的
じ
最

も
砂

L
、
仮
令
ば
選
曲
帯
を
そ
の
形
勢
仁
・
賂
じ
寸
表
示
せ
る
も
の
、
特
に
各
政
盆
…
の
強
弱
を
明
か
に
せ
る
も
の
は
、

選
懇
人
の
投
票
を
黛
一
蹴
別
ご
せ
る
も
の
ご
共
に
、
国
民
生
活
の
道
徳
的
特
殊
大
暗
流
を
洞
察
せ
し
な
、

そ
は
特
に

社
合
民
主
紫
、
及
一
宗
振
を
模
様
せ
る
政
黛
に
闘
す
る
、
計
数
に
よ
り
て
然
り
ご
雄
も
、
そ
は
常
に
胸
微
な
る
程

度
に
限
ら
る
べ
し
、
又
此
範
園
に
於
て
道
徳
的
に
尋
常
日
明
す
ペ
き
も
の
を
、
統
計
的
に
究
な
る
こ

f
f、
問
題
芭

論

叢

(
第
一
規

凹

四
三
)

泊
五
時
統
計
論
概
説

第
十
九
容

cf. v. Mayr， Begriff USW.， 55. 221-223; Lexls， Art. 'Moralstatistik' im 
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当砕
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四
四

な
し
得
ヤ
き
こ
Z
ゐ
り
ど
し
て
も
、
そ
の
意
義
は
一
層
軽
少
な
る
べ
し
。

経
済
統
計
を
用
意
周
到
に
刷
新
せ
{
む
る
ご
き
は
、
道
徳
統
計
的
な
る
も
の
を
豊
富
に
牧
め
得
、
へ
し
、
例
設
の

た
め
略
説
せ
ん
か
、
職
業
及
粧
品
百
統
計
を
詳
細
な
ら
し
め
、

ぞ
の
閲
或
は
事
賃
上
絶
艶
的
に
賎
し
き
職
業
の
種
頻

律
令
ぽ
頁
醤
ぎ
を
問
ひ
、
或
は
一
職
業
に
事
寅
上
従
事
せ
る
こ
ご
そ
の
も
の
正
し
て
は
、

特
別
の
道
徳
的
評
債
を

下
き
し
め
ぎ
る
に
拘
は
ら
争
、
之
に
従
事
せ
る
者
の
劉
合
不
尋
常
な
る
が
た
め
に
、
(
以
下
又
は
目
上
に
)
か
、
る
評
償

を
下
す
の
事
由
芭
な
hz
得
ぺ
き
も
の
、
仮
A
T
ば
居
酒
屈
を
問
ム
こ
宮
、
せ
ん
か
、
か
、
る
材
料
は
授
け
ら
れ
ん
、

叉
民
事
裁
判
の
詳
細
な
る
統
計
は
、
素
よ
り
現
今
術
大
多
数
の
闘
に
て
れ
は
れ

F
る
所
な
る
も
、
そ
の
統
計
備
は

る
に
従
ひ
、
道
徳
統
計
上
貴
重
な
る
佃
別
材
料
を
、
授
〈
べ
き
や
期

L
て
待
つ
べ
し
、
こ
は
男
女
関
係
親
族
関
係

等
芭
金
銭
関
係
E
の
、
紛
糾
錯
雑
せ
る
事
情
に
本
寸
量
、
惹
起
さ
る
、
民
事
訴
誌
事
件
の
個
別
的
事
例
に
つ
き
、

道
徳
的
評
価
慣
を
掃
み
得
ぺ
き
に
よ
ち
、
推
知

L
得
日
、
き
所
な
り
、

か
、
る
材
料
は
破
産
統
計
に
よ
h
て
は
、
現
今

既
に
幾
分
か
授
け
ら
る
、
そ
の
外
一
般
に
酒
精
飲
料
及
麻
酔
剤
的
晴
好
品
の
消
費
に
闘
す
る
計
致
、
者
修
品
の
生

産
又
は
総
入
に
閲
す
る
計
数
、
取
引
所
取
引
の
普
及
に
閲
す
る
計
数
、
乞
食
数
等
、
道
徳
的
意
義
を
伶
へ
る
経
糖

現
象
は
多
し
、
叉
多
f
の
叩
世
論
畔
統
計
的
翻
察
は
枇
舎
の
道
徳
放
態
に
つ
き
、
直
接
に
は
何
も
の
を
も
照
す
こ
E
な

為
d

場。、
そ
は
そ
の
放
態
如
何
芭
密
接
の
因
果
関
係
め
る
、
諸
事
賞
に
闘
す
ご
す
す
べ
(
、

そ
の
因
果
関
係
は
道
徳
統

計
的
計
数
系
列
ご
の
、
比
較
に
よ
り
明
か
に
せ
ら
る
、
そ
の
例
ご
し
て
息
「
べ
き
は
、
必
要
食
料
代
債
の
統
計
、



旦

π

諸
枇
舎
階
級
に
於
け
る
、
所
得
分
配
の
統
計
等
な

h
、
職
業
統
計
も
亦
或
程
度
迄
は
蕊
に
数
ム
ペ
し
。

経
済
統
計
の
範
園
に
あ
り
で
は
、
道
徳
的
に
尋
情
な
る
も
の
、
意
義
甚
だ
大
な
h
、
疑
も
な
く
経
済
統
計
的
な

る
幾
多
表
示
中
に
は
、
経
済
生
活
の
範
閣
内
に
於
て
、
道
徳
的
義
務
の
尋
常
支
記
ゐ
る
こ
ご
を
、
同
時
に
一
般
的

に
皐
詮
す
る
も
の
あ
る
も
、

是
は
疑
も
な
(
経
済
統
計
論
の
範
固
に
属
す
る
の
み
な
る
刀
、

L
、
こ
の
こ
ご
た
る
大

慢
に
私
的
政
官
意
に
基
づ
〈
、
委
国
民
経
済
の
全
形
態
に
つ
き
、
又
特
に
基
本
的
な
る
貨
物
生
産
、
及
之
が
終
結
た

る
分
配
に
闘
す
る
、
岡
民
経
済
の
規
律
ゐ
る
機
能
に
つ
き
て
も
、
特
殊
の
意
味
に
て
謂
ひ
得
ぺ
き
所
な
り
、
倫
理

は
著
し
き
耗
度
迄
経
済
を
左
右
す
べ
き
一
』

Z
、
か
〈
て
純
唯
物
史
観
に
よ
り
設
か
る
、
が
如
き
意
味
に
よ
り
、
之

ご
反
艶
な
る
が
如
き
事
貨
な
き
こ
ご
は
、
疑
を
容
品
、
の
品
跡
地
な
し
、
唯
尋
常
な
る
経
済
的
最
終
決
意
は
、

古ミ

道
徳
的
考
量
を
も
酌
み
入
れ
て
遂
げ
ら
る
、
も
、
そ
は
経
済
的
事
寅
な
b
、
計
数
計
量
に
よ
る
之
が
大
量
観
察
は
、

経
済
統
計
論
の
み
に
蹄
す
ぺ

L
、
尤
も
此
範
囲
に
於
り
る
道
徳
的
逸
軌
に
は
、
道
徳
統
計
的
秤
且
旦
を
施
す
ぺ
き
ニ

z
zな
る
ぺ
じ
、
救
貧
及
慈
善
の
統
計
は
、
幾
分
か
藷
に
問
へ
る
も
質
際
統
計
率
二
部
門
の
一
混
令
一
世
域
な
b
、
任

意
慈
善
の
統
計
は
、

一
次
的
に
道
徳
統
計
的
な
る
も
の
、
範
国
に
て
、
特
別
考
察
に
委
ぬ
べ
き
も
、
救
貧
に
件
へ

る
道
徳
統
計
論
の
分
子
は
、
経
済
統
計
論
の
救
貧
編
仁
て
一
不
き
る
、
こ
吉
、
す
ぺ
〈
、
従
ひ
て
叉
道
徳
統
計
論
に

於

τも
、
二
次
的
道
徳
統
計
論
内
に
於
て
、
救
貧
に
闘
す
る
計
数
の
、
道
徳
統
計
的
意
義
を
指
摘
す
ぺ

L
。

一
?
次
的
道
徳
統
計
に
関
聯
し
、
数
化
統
計
論
に
つ
き
一
言
す
る
所
ゐ
ら
ん
か
、
そ
は
身
鰹
及
精
紳
の
暢
蓬
啓
後

論
一
{
諜

道
徳
枇
計
論
概
説

(第一一瞬

四
五
)

四
五

第
十
九
巻

cf. Lexis， op目 cit.，55. 784， 785町
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岡
大

に
努
む
べ
き
範
固
に
つ
き
、
統
計
に

z
h
得
吋
き
大
量
獄
態
及
現
象
を
究
め
ん
ご
す
、
就
中
智
能
生
活
高
般
の
察

取
に
重
き
を
お
く
、
特
に
致
育
及
致
委
制
全
般
、

そ
の
他
殺
化
の
目
的
上
現
存
せ
る
諸
後
遺
物
及
諸
施
設
の
現
況

を
問
ひ
、
致
化
の
た
め
の
諸
協
舎
を
も
問
ム
ペ
し
、
吾
人
は
便
宜
上
之
を
道
徳
統
計
論
に
、
併
せ
研
究
す
る
も
可

な
り
古
な
す
者
な
る
も
、

之
が
分
立
を
主
張
せ
る
d
q

・
冨
ωヨ
が
、
此
範
固
に
つ
き
求
む
べ
き
二
次
的
道
徳
統
計

論
の
材
料
仁
闘
し
、
設
け
る
所
を
附
設
せ
ん
か
、
此
範
固
に
於
て
も
二
次
的
に
道
徳
統
計
的
な
る
も
の
川
比
較
的

に
砂
し
、
特
殊
人
口
群
に
於
け
る
好
向
学
心
の
池
皮
肉
畿
、
又
は
そ
の
異
常
な
る
欠
快
に
示
き
る
、
逸
軌
、
叉
は
之

が
特
殊
方
向
に
偏
せ
る
結
に
示
き
る
、
逸
軌
を
、
そ
の
例
正
し
て
挙
げ
得
べ
し
、
義
務
致
育
の
範
圏
内
に
あ
り
て

は
、
生
徒
群
の
露
骨
岬
中
道
徳
的
に
も
亦
幾
分
か
秤
量
す
べ
き
も
の
ご
し

τ、
兆
候
的
に
不
就
拳
歩
合
、
快
席
歩
合

仁
表
明
せ
ら
る
、
も
の
ゐ
b
、
古
れ
ど
数
化
制
に
智
能
的
及
道
徳
的
性
質
組
合
は
古
る
、
こ
言
、
並
に
右
の
計
数

以
上
致
化
を
受
〈
る
を
、
そ
の
分
芭
せ
る
者
に
よ
h
、
数
化
の
諸
機
曾
が
利
用
さ
る
、
度
合
を
、
窺
は
し
む
べ
き

大
量
設
示
あ
る
こ
ご
は
、
序
説
的
に
之
を
考
ふ
べ
き
な
り
ご
せ
り
。

(
未
完
)


